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全人的な向上に努める必要があることを指導してきた。近年の平成 23～28 年度まで 6 年間、本学科






































 本学では、近年 ICT 環境の整備に力を入れており、学修に利用できる環境が整ってきた。特に、平
成 27 年度には、学修支援システム Cerezo が導入され、平成 28 年年度には、人間文化学部のノート






 そこで、本学の LMS である Cerezo や Office 365 などの活用を中心に、学生にとって有効で効果
的な ICT を活用した学修教材の開発とそれを利用した学修支援の仕組みづくりを検討し、全学的に波
及させることを目的として、平成 27、28 年度に引き続き、本学共同利用センターICT サービス部門
の協力のもと、以下の①〜⑤の５テーマに取り組む。 
① ICT を活用した共通教育用科学教材の開発と運用方法の検討 
② 薬学部新入学生の Cerezo を用いた基礎学力分析 
③ 生物工学科における ICT を活用した継続的な学修支援の実施 
④ e ポートフォリオを活用した LTD 学習法の開発 
⑤ 心理学検定の合格率を向上させる受講者参加型オンライン学習教材の開発 
これらテーマで得られた結果をもとに、本学における教材開発や学修支援に関する情報共有の仕組
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みづくりを行い、本プロジェクトの取り組みが本学の ICT 利用の基盤となるようにしたい。 



























4) PowerPoint などのスライドを iPad でコントロールする方法を用い、教壇を離れて授業を展開す
る方法を継続的に試み、学習効果の評価を行い、汎用性のある授業形態となりえるかを検討する。 
 
② 薬学部新入学生の Cerezo を用いた基礎学力分析 












ついて 1)～3) の情報を得ることができるようになり、基礎学力の把握に役立てることができる。 





③ 生物工学科における ICT を活用した継続的な学修支援の実施 
昨年度まで実施している以下の ICT を用いた学修支援を継続的に実施する。 
1)講義資料掲示・配布とプレテストおよびポストテスト形式の自主学習の実施。 
2)生物工学科独自の e-learning システムの利用と、学科内での理解度テストとして CBT 形式試験の
実施。 
3)生物工学科独自のポートフォリオ（年間目標及び定期的な到達度の自己評価）の作成。講義・演習




④ e ポートフォリオを活用した LTD 学習法の開発 
【背景】 
平成 28 年度教育振興助成事業テーマ活動として、全 6 科目（主にコンピュータ解析関係）の各授






























































福山大学心理学科では 3 年次の 2 級合格を目標とし、原則すべての 3 年生が受検している。心理学
検定は 10 領域 「1. 原理・研究法・歴史」「2. 学習・認知・知覚」「3. 発達・教育」「4. 社会・感情・
性格」「5. 臨床・障害」「6. 神経・生理」「7. 統計・測定・評価」「8. 産業・組織」「9. 健康・福祉」
「10. 犯罪・非行」からなり、1～5 領域の 2 科目を含む合計 3 科目に合格すると 2 級が取得できる。
例年の福山大学心理学科 3 年生の 2 級合格率は 30～45%であり、全国平均を上回る成果を常にあげ
てきたものの、この合格率の範囲を維持することにとどまっている。 
 本申請課題の目的は、心理学科 2 年生を対象に、心理学検定 2 級の合格率を向上させるオンライン
学習教材を開発することである。心理学検定の受検時期は 3 年次春学期（8 月）である。よって、2 年
次に本教育プログラムを導入することが最も効果的であると考え、専門科目「基礎ゼミ」を受講する
心理学科 2 年生を対象として本教育プログラムを実行する。 
 




学んだことがより記憶に残りやすい (e.g., Nestojko et al., 2014)。また、繰り返しテキストをみて情
報を頭にたたき込むことにくらべ、繰り返しテスト問題を解く方が学習したことが記憶に残りやすい
こともよく知られている (Karpicke & Roediger, 2008)。まとめると、新しく学んだことを記憶として
定着させる際には、繰り返し情報を入力することより「繰り返し情報を出力すること（他人に教える
こと・テストすること）」が非常に重要である。 











約 50 名である。受講者は 5 名 1 組（合計
10 班）で問題、解答、解説の作成に取り組
む。心理学検定は 10 領域で構成されてい
るため、1 班につき 1 領域の作問を担当す










 本申請課題には 2 つ問題点がある。第 1 に、Google フォームは無料で簡単に利用できるものの、学
修の進捗や蓄積を受講者自身が把握するにはやや不向きなことである。この問題を解消するために、
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5. 備考 
最終的には Cerezo で公開するが、「3. 本申請課題の具体的な実践方法にて」学内で導入済みのシス
テム（Cerezo、Office 365 の Forms）を用いずに Google フォームを用いる理由は、次の 2 点である。
第 1 に学内システムでは受講者自身が小テストを作成することができないためである（Cerezo では
学生権限では小テストを作成することができない。Forms では選択に対するフィードバックを呈示し
たり解説を呈示することができない）。Google フォームを用いれば、受講者自身が小テストを作成す
ることができる（参考 URL: https://goo.gl/2i3wIP）。第 2 に学内システムは心理学科（いわゆる文系
の機械操作に不慣れな）2 年生が使うにはやや直感性に欠け難しいためである。インターフェース由
来のつまずきが学習意欲ないし教材作成意欲の低下につながることを防ぐために、直感的に操作が可
能な Google フォームを用いる。心理学科 2 年生が Google フォームを用いてアンケートフォームを作








本学が実施している BINGO OPEN インターンシップの知名度や認知度が高まり参加学生数は、

























とができる。すなわち、これまでの BINGO OPEN インターンシップは 3 年次を中心としたインター













そのワーキングメモリの容量は限定的であり（5~8 個のチャンク） (Miller, 1956; Cowan, 2001) 、










































Cowan, N. (2001). The magical number 4 in short-term memory: A reconsideration of mental 
storage capacity. Behavioral and Brain Sciences, 24(1), 87-114. doi:10.1017/s0140525x01003922 
Csikszentmihalyi, M. (1990). Flow: The psychology of optimal experience. New York: Harper & 
Row. 
Miller, G. A. (1956). The magical number seven, plus or minus two: Some limits on our capacity for 












スを構築し、成果は学会に発表する。なお、2 つの薬局で計 4 名の指導薬剤師に、実務実習前後の討































































27 年度は当助成金によって十分な成果を得たが、28 年度は予算措置のないまま、28 年 6 月に「ひ
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と・まち・くらしプロジェクト（安全安心防災教育センター）の一環として参入する形で研究会の活
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用できる。故に、単なる物作りに終わるのではなく、Society-5.0 を支える事ができる、大学工学部
ならではの知的生産に繋がる活動とする事を見据えている。 
【平成 29年度活動計画】 
１．ETロボコンに挑戦 
４月 ETロボコン 2017中四国地区大会に２チームエントリー。9月地区大会に出場し、11月開催の
全国大会（チャンピョンシップ大会）出場を目指す。なお、平成 30年度にはチャンピョンシップ大会
入賞を目指す。平成 29 年度当該補助金への計上物品は実際の大会に用いられるコースのレプリカで
あり、当該プロジェクトでの使用だけでなく、体験入学会や大学祭、高大連携授業等に積極的に利用
する。また、プログラムの設計図であるモデルの仕上げには集中した状況と環境が必要であるため、
合宿作業を企画している。モデル作成合宿費はこのために充てる。 
２．ゲーム製作によるソフトウエア開発工程体験 
平成 28年度予算によりシステムをほぼ完成させている。平成 29年度当該補助金により、システム
のコンパクト化など、出張デモを行うことを視野に入れた活動を行う。なお、本プロジェクトは開発
当初から完成までをビデオ収録しメイキング・ビデオを製作する。これは、プロジェクト参加メンバ
に達成感を与えるとともに、福山大学の活気や学生生活の充実度等を学内外への PR する素材として
活用する。 
３．学生フォーミュラカー開発に挑戦 
初参加校が「全日本学生フォーミュラ大会」に出場するためには、実力がつくまで 3年間程度の期
間が必要とされるため、それまでの間は、三蔵祭などで進捗状況を報告する。平成 29年度は、平成 28
年度にプロトタイプとして作成した車体を用いて、車両性能を計測する。車両性能を計測するために
は可搬性能および一定の計算処理能力が求められる。このために車両性能計測用のノート型パーソナ
ルコンピュータを計上している。次に、この車体性能の解析データも利用して、車体設計及びシミュ
レーションを行う。車体設計およびシミュレーションにはグラフィック機能と応力計算等の複雑計算
のために相応の計算能力が必要となるため、それぞれに必要最小限のスペックに絞った車体設計用の
デスクトップ型パーソナルコンピュータを計上している。また、このパソコン上で利用する解析ソフ
トとして、３D 設計解析ソフトを計上している。これらの作業を経て、順次車体製作に入る。このた
めの資材費も計上している。三蔵祭などの際に、組立中の車両をはじめ、設計および開発状況を記載
したパネルを展示するなどにより、進捗状況を報告する。また、大会レギュレーションの講習会への
参加および、他大学の活動状況を視察するために大会参加も計画している。 
 
 
